
岐阜市でサラリーマンとしてお勤めされていた時
に、知り合いの方が岐阜市でいちご栽培の研修を
受けており、「やりがいがある」と話を聞いていたそう
です。その後、西三河に引っ越した際「何か新しいこ
とを始めよう」と考え、知り合いのお話や、もともと何
かを育てたり作ったりすることが好きという理由から、
いちご農家になろうと決意されました。インターネッ
トで調べて、ＪＡ西三河のいちごスクールは技術が
高く、１年間の研修後すぐ就農できることが魅力で
あったため、応募されたそうです。
３７歳で就農し、現在２年目になります。

いちご品種「章姫（あきひめ）」を２８ａ高設栽
培されています。また、作業は夫婦とパート６人
で実施されています。
栽培管理については、迷ったらすぐに先輩農
家の方に相談ができますが、経営管理につい
ては手探りの状態で、１年目は作業が計画通り
に進まず苦労されたそうです。それでも１年目
は部会の平均以上の収量を達成し、２年目はよ
り上手く段取りが組めるようになったため、さら
に収量が上がっているとのことです。
また、手をかけただけキレイないちごが育つこ
とにやりがいを感じられており、今年は高品質
ないちごが出荷できているとのことです。

いちご農家として長く安定して継続していくことを
目標とされており、パートの方を雇用して大規模
でも効率的に作業をし、経営管理、栽培管理に加
え、環境管理に力を入れることで、収量を上げて
いきたいとのことです。
今後は新たな品種（紅ほっぺ）の栽培や、６次産
業化などにも取り組んでいきたいそうです。
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